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仙南最終処分場地質調査結果（平成 24 年度実施分） 

  

 平成 24 年度に実施した、仙南最終処分場ボーリング調査地点及び調査結果は、以下に示すとお

りである。 

 

 

 

 
 

図１ 調査位置図 

 

凡   例 

①Ｂ－１ ～ Ｂ－３：オールコアボーリング 

②Ｎｏ．１～Ｎｏ．４：サンプリング地点 

③Ｎｏ．５～Ｎｏ．７：サンプリング地点（現在分析中） 
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機械ボーリング結果（B－１～３） 
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ごみサンプリング結果（No.１～４） 
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